












































A Consideration about Correspondence to Children just after
Entered to Elementary School
―Through the Management for one week after Entrance of Toyama Municipal
Horikawa Elementary School S Class―
TERAI Saki・MATSUMOTO Ken-ichi
摘 要













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































①イ 1 0 0 0 1
63
①ロ 2 3 0 0 5
①ハ 1 9 8 0 18
①ニ 23 1 0 0 24
①ホ 0 0 15 0 15
②イ 0 0 0 0 0
19②ロ 0 1 0 0 1
②ハ 0 17 1 0 18
③イ 5 6 1 0 12
27③ロ 0 1 0 0 1
③ハ 0 14 0 0 14
④イ 0 46 21 0 67
82
④ロ 0 8 7 0 15
⑤イ 0 3 0 0 3
11
⑤ロ 0 3 5 0 8
⑥イ 0 18 23 0 41
52⑥ロ 0 2 5 0 7
⑥ハ 0 1 3 0 4
⑦イ 0 7 3 0 10
22⑦ロ 0 4 0 0 4
⑦ハ 0 5 3 0 8
⑧イ 0 0 0 1 1
3
⑧ロ 0 0 0 2 2
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て，C1児は頭の回転が速いね。」と感想を述べた
り，「どうしてC11児は続けたいの。」と質問した
りと，第一発言者の話を理解しようとして聞いた。
これらの「おさそいたいむ」の様子を整理すると，
図4のようになる。
このような，話し合いに直接関係のない子ども
も，第一発言者の話を理解しようとしてじっくり
聞く話し合いを行うことで，本当に単元のねらい
が達成されたのだろうか。このことについて聞き
手が発言者を理解しようとしながら聞くという
「話題」の流れが徹底されることで，以下のよう
な様々な育ちが子どもに認められた。
ここで，例えば第9時の「おさそいたいむ」
についてみると，話し合いに直接関係のない聞き
手の子どもたちが，自分ごとのように理解・共感
しようとしながら発言を聞いていることが分かる。
ここから，発言者の内面を推し量り，理解しよう
とする，集団としての育ちがみられると言える。
これらの育ちは，共感的に聞くことが特に重視さ
れるのではない，ただ自分の思いを発表し合うの
みの話し合いにおいては，養われないと考えられ
る。「話題」により，学習の流れの中で，発言者
の話を理解して聞こうとする姿勢が定着している
ことで，学級の中に養われてきたものであると言
える。このように，堀川小では「話題」の流れが，
教科授業の中においても重視されているのである。
② 教師の対応の視点から
この「おさそいたいむ」では，上記の子どもの
育ちを支えるための，様々な教師の対応がみられ
た。そこで，第9時の対応を例に検証すると，
「話題」の特徴的と言える対応と同様の意図のも
のがみられた。「話題」の特徴的な対応としては，
まず，表4，⑤，ロ「発言者の話への理解を確認し
たり広めたりする補助発問をする」が挙げられる。
この「おさそいたいむ」では，「（今言われたこと
が）わかりますか。」といった補助発問などが行
われている。また，「話題」の特徴的な対応とし
て，表4，②，ロ「発言者の話への理解を促す」も
挙げられる。これは，「おさそいたいむ」では，
「どんなことを言いたいのかなって考えながら聞
きましょう。」といった指導が行われている。
したがって，「話題」の特徴的な教師の対応が，
授業の中に散りばめられ，子どもの育ちを支えて
いると言える。このように，堀川小の授業では，
「話題」の教師の対応が多くみられるのである。
Ⅵ 討論
１ 子どもからみた入学直後に「話題」を重視
することの意味
「話題」は，これまで述べたように，友達の話を
理解して聞こうとする姿勢を重視した話し合いの場
である。そのため，「話題」を丁寧に扱うことで，
学級の仲間を理解しようとする姿勢が子どもたちに
育つと考えられる。したがって，入学直後から「話
題」を徹底して行うことで，子どもに仲間を理解し
ようとする姿勢が育ち，同時に仲間を気にかけ，共
感をもってかかわろうとする温かい学級経営につな
がると考える。
これに対して保井・松本（2011（13））は，「話題」
により仲間を理解する学級風土がつくられるため，
子どもが思い思いの追究を行う授業において，仲間
を気にかけ，心動かされる集団学習が成り立つこと
を指摘している。
また，「話題」では聞き方が重視されるからこそ，
発言者の意識も高いのではないだろうか。「話題」
において発言者は，伝えたい事実と，それによって
どう思った自分なのかの両方を，聞き手が納得でき
るようにして話さなければならない。つまり，どう
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［図４：第９時の「おさそいたいむ」の様子］
《子どもにみられた育ち》
・生活科の5つの目標についての育ち
・「自立への基礎を養う」ために重要である（松本
2009（11）），自主性・社会性・自尊感情の育ち
（寺井・松本・茂 （2013（12））より引用）
したら聞き手が理解できるのかを考えながら話すこ
とが求められるのである。したがって「話題」は，
聞く力を育てると同時に，話す力もまた育てている
と言える。
２ 教師からみた「話題」を重視することの意味
「話題」において教師は，聞き手の子どもが発言
者の話を理解できるようにはたらきかけるだけでな
く，自身も理解しようとしてかかわっていることが
分かる（表3，T320）。これは，一般的な教科学習
とは異なり，「話題」では話される内容が予め決まっ
ていないため，ねらいが定まっていないからである。
つまり，教師は，ねらいが先にあってそれを達成す
るようにはたらきかけるのではなく，どんな内容が
提案されるか分からない話について，その場で価値
あるものにしようとはたらきかけるのである。この
ようにして，友達を認め，理解しようとする温かい
学級をつくることにつながっていると考える。
堀川小の授業は，既述したように「話題」の流れ
と教師の対応を基本とする集団学習が行われている。
しかし，予め決められたねらいのある教科授業にお
いて，「話題」を基本とする集団学習をすることで，
本当に授業のねらいが達成されるのだろうか。そこ
で，堀川小（2009（14），2013（15））をみると，どの
教科学習においても，単元が綿密に練られているこ
とが分かる。集団学習で話し合うことにより，一人
一人が自分の追究を見直す状況が生まれているので
ある。
３ スタートカリキュラムとしての「話題」の
有効性
「話題」を重視して行うことで，子どもたちに仲
間を理解しようとする姿勢ができ，温かい学級づく
りにつながることは既に述べた。それでは，入学直
後に，「話題」を行うという点から，その意義を考
える。
小学校入学当初は，幼保小連携の観点から，スター
トカリキュラムについて考える必要がある。和田・
清水・茂木（2013（16））によると，スタートカリキュ
ラムとは，「小学校の学習や生活に滑らかに接続で
きるよう工夫された1年生入学当初の指導計画」
のことであり，2つの側面から考察する必要がある
という。
1つ目は「学校生活への適応」である。つまり，
生活のスタイルやきまり，対人関係の変化について
の幼保小連携という面である。これらについて「話
題」を考えてみると，座学になることや生活スタイ
ルへの急激な変化には対応できていないと言える。
しかし，6年間を通して行う「話題」や，ひいては
授業の集団学習の基本と言える学習の流れを入学当
初から徹底して行うことは，学校生活に慣れる上で
重要な点であると考える。また，仲間と積極的にか
かわり，理解しようとすることが必要であるため，
小学校の新しい友達とのかかわりという点から，学
校生活への適応が図られていると考える。
2つ目は「子どもの成長と学びの連続性」の面，
つまり，幼児教育との連携である。この点について
は，特に留意されているとはいえない。
しかしながら，1つ目の側面からは，「話題」の，
スタートカリキュラムとしての有効性が指摘できる
のではないかと考える。
Ⅵ まとめ
１ 結論
（1） 堀川小における子どもの育ちを支える鍵は，
「くらしのたしかめ」の「話題」にあり，「話題」
を行うことで，仲間を理解しようとする温かい
学級づくりにつながる。
（2） 発言者未定の中で行われる「話題」は，発言
者を理解することが中心にあり，次の一連の流
れがある。
① 前提としての，誰でも何でも話してよい
という状況を整える段階
② 第一発言者が話し，話や気持ちを聞き手
と教師が理解する段階
③ 第一発言者の話を受けて，みんなで思い
や考えを聞き合う段階
④ 話題の着地点を一人一人の「くらし」に
返す段階
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